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ぴょんと跳ねて
飛躍する一年になりますように！
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

謹
ん
で
お
祝
い
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
皆
さ
ま
に
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
施
策
を
実
行
し
、「
次
世
代
に
継

承
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
据
え
、「
夢
と
希

望
と
活
力
に
満
ち
た
南
会
津
町
」
の
実
現
に
向
け
て

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
町
政
に
反
映

さ
せ
、
よ
り
強
い
絆
の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
た
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
4
月
に
は
森
林
・
林

産
業
振
興
の
拠
点
施
設
で
あ
る
、
み
な
み
あ
い
づ
森

と
木
の
情
報
・
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
き
と
ね
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た
新
た
な

ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。「
き
と
ね
」
で
は

木
材
製
品
や
、
森
林
由
来
製
品
の
展
示
・
販
売
の
ほ
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厳寒の朝（伊南川沿いの景色）

か
、
図
書
や
木
製
玩
具
を
そ
ろ
え
た
「
木
育
ス
ペ
ー

ス
」
を
設
け
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が

集
う
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、「
き
と
ね
」
を
中
心
と
し
た
「
木
の
町
み
な

み
あ
い
づ
」
の
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
続
い
て
お
り
、11
月
に
は
感
染
の
「
第
8
波
」

入
り
が
宣
言
さ
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流

行
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
引
き

続
き
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
と
感
染
さ
れ
た

方
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
続
く
原
油
価
格
お
よ
び
光
熱

費
の
高
騰
に
よ
り
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
ら
れ
た
皆

さ
ま
へ
の
支
援
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
３
月
で
第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興

計
画
の
計
画
期
間
が
終
了
し
、
4
月
か
ら
は
、「
第

3
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
た
な
振
興
計
画
は
現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す

が
、
令
和
12
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
8
年
間
の
計

画
と
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
提
言
を
も
と
に
、
目
指
す
べ
き
町
の
将
来

像
を
「
自
然
と
人
が
笑
顔
を
育
む
ま
ち
～
と
も
に
生

き
る　
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
～
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、「
豊
か
な
自

然
と
き
れ
い
な
水
が
育
む
元
気
に
安
心
し
て
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
魅
力
を
高
め
活
力
を
生
み

出
す
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
好
循
環
化
」、「
快
適

で
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
魅
力
あ
る
生
活
基
盤

づ
く
り
」、「
世
代
を
超
え
て
『
南
会
津
愛
』
を
育

む
〝
共
育
〟
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
誰
も
が
主
役
で

誰
も
が
つ
な
が
る
未
来
を
見
据
え
た
協
働
に
よ
る

ま
ち
の
運
営
」
の
5
つ
を
目
標
の
柱
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
最
大
限
に
生
か
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問

題
の
解
消
に
向
け
、
0
～
2
歳
児
の
保
育
料
の
軽

減
等
の
子
育
て
支
援
や
結
婚
支
援
事
業
の
推
進
な

ど
、
若
者
の
定
住
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
町
が
全
国
有
数
の
星
空
観
察
の
適
地
で
あ
る
こ

と
を
前
面
に
出
し
た
宿
泊
型
の
観
光
誘
客
に
つ
な

げ
る
べ
く
、
関
係
す
る
皆
さ
ま
の
力
を
結
集
し
、

着
実
な
事
業
進
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
希
望
の
光
に
満

ち
溢
れ
た
転
換
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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今から始める〝フレイル〟予防！

　

最
近
、「
足
取
り
が
重
く
て
歩
く
の

が
大
変
」「
昔
よ
り
食
べ
物
を
か
め
な

く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
れ
は
介
護
が
必
要
に
な
る

一
歩
手
前
の
状
態
〝
フ
レ
イ
ル
〟
と
い

う
状
態
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
号
で
は
そ
ん
な
フ
レ
イ
ル
に
つ
い

て
知
り
、
フ
レ
イ
ル
・
介
護
予
防
に
つ

い
て
、
地
域
や
町
の
取
組
と
と
も
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
健
康
な
状
態
と
介
護
が
必
要
な

　
　
　
状
態
の
中
間「
フ
レ
イ
ル
」

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
康
な
状
態
と
介

護
が
必
要
な
状
態
の
中
間
の
こ
と
で

す
。
人
間
は
年
齢
と
と
も
に
体
力
が
低

下
し
、
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
の
筋
肉

量
が
低
下
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
日

常
的
に
活
動
量
が
低
下
し
、
足
腰
や
か

む
力
が
弱
ま
り
ま
す
。
何
も
対
策
を
せ

ず
放
っ
て
お
く
と
、
介
護
が
必
要
と
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

昨
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
自
宅
に
い

る
時
間
が
以
前
よ
り
も
増
え
て
い
る
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
こ
と
で
活

動
量
や
人
と
接
す
る
機
会
が
減
り
、
フ

レ
イ
ル
に
な
り
や
す
い
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
健
康
な
状
態
に

　
　
　
　
戻
る
こ
と
が
で
き
る

　

フ
レ
イ
ル
が
進
行
し
て
要
介
護
状
態

に
な
る
と
、
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
フ
レ

イ
ル
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し

た
運
動
な
ど
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
健

康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
に
な
る
前
に
、
今
か
ら

予
防
を
し
て
、
健
康
な
生
活
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

健康サロンの様子（下山区）

住み慣れたこの南
ま ち

会津でいつまでも－

　
本
町
の
介
護
認
定
率
と

　
　
　
　
　
　
そ
の
原
因
疾
患

　

介
護
認
定
率
と
は
、
高
齢
者
（
65
歳

以
上
の
方
）
の
中
で
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
人
数
の
割
合
で
す
。

　

本
町
は
12
月
1
日
現
在
で
約
20
％

（
5
人
に
１
人
）
の
方
が
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
75
歳
以

上
に
な
る
と
約
32
％
（
3
人
に
１
人
）

の
方
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
の
介
護
認
定
を

受
け
た
方
の
主
な
原
因
疾
患
は
、
1
番

が
認
知
症
（
約
25
％
）、
2
番
目
に
多

か
っ
た
の
が
、
関
節
疾
患
や
骨
折
な
ど

の
整
形
外
科
関
連
疾
患
（
約
18
％
）
で

す
。
つ
ま
り
、
筋
力
低
下
が
原
因
で
介

護
が
必
要
と
な
る
方
の
割
合
が
高
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。
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特集 今から始めるフレイル予防

フレイル予防　３つのポイント

フレイルのイレブンチェック

設問 回答欄
A Ｂ

栄養
口腔

Ｑ１  ほぼ同じ年齢の同性と比較して気をつけた食事を心がけていますか はい いいえ

Ｑ２  野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎日２回以上は食べていますか はい いいえ

Ｑ３  「さきいか」「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛み切れますか はい いいえ

Ｑ４  お茶や汁物でむせることがありますか いいえ はい

運動

Ｑ５  １回30分以上汗をかく運動を週２日以上、１年以上実施していますか はい いいえ

Ｑ６  日常生活において歩行または同等の身体活動を１日１時間以上実施していますか はい いいえ

Ｑ７  ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速いと思いますか はい いいえ

社会
参加

Ｑ８  昨年と比べて外出の回数は減っていますか いいえ はい

Ｑ９  １日１回以上は、誰かと一緒に食事をしますか はい いいえ

Ｑ10  自分が活気に溢れていると思いますか はい いいえ

Ｑ11  何よりもまず、物忘れがきになりますか いいえ はい
参考：高齢社会総合研究機構「イレブンチェック」

　栄養、運動、社会参加の全11問に回答することで、フレイルの危険度を確認します。
回答欄に〇をつけてみましょう。
　※Ｑ４，８，11は、「はい」と「いいえ」の欄が逆になっています。

回答欄のＢに〇が多くついた人は、フレイルの可能性があります！！

● 運動（身体活動）

　今より10分多く、できる範
囲で元気に動きましょう。
　運動は、筋力向上のほか、
食欲や心の健康にも良い影響
があります。日常生活で続け
られるものを無理なく行いま
しょう。

● 食事

　フレイル予防には様々な栄
養素が必要です。肉や魚など
のたんぱく質を中心に、いろ
いろな食品を組み合わせて食
べましょう。おいしい食事は
お口の健康から。歯みがきや
入れ歯のケアも忘れずに。

● 社会参加

　できるだけ外出や交流をし
ましょう。地域に出て人とつ
ながり、生きがいや楽しみ、
目標などを持ち続けることが
大切です。家庭の中で役割を
持って暮らすことも社会参加
のひとつです。
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　住民が中心となり、自分たちの健康を維持するために集い「ラジオ体操」や、町の保健師が健康運動指導士監修
のもと作成した、介護予防体操「さすけねぇ体操」などを行っている地区をいくつかご紹介します。

長 野 区

農閑期の11月頃から春まで毎
週開催。体操だけでなく町の
保健師や、社会福祉協議会の
見守り支援員さんに協力を依
頼し、健康指導の講話やレク
　リエーション活動も実施
　　　しています。

川 島 区

毎週火曜日に１時間程度体操
を行っています。参加者は、
60代から90代と様々で、６年
間ほぼ毎週開催。「みんなで集
まるから継続できている」と
　参加されている方々は話
　　　します。

下 山 区

農繁期の９、10月を除き毎週
開催。午前に脳トレやレクリ
エーションを行います。昼食
をはさみ午後は、さすけねえ
体操や地区独自の下山体操な
　どを行い体を動かしてい
　　　ます。

　このような活動を「健康サロン」と呼びます。そして、この「健康サロン」を継続していくために、活動を支え
ているメンバーがいます。それが「介護予防ボランティア」と呼ばれる方々です。
　「介護予防ボランティア」とは、町で作成した介護予防体操や、場所の準備、町保健師とのパイプ役を担うなど、
地域の身近な場所で介護予防の運動教室を実施する支援者です。町で開催している養成講座に参加することで、
介護予防のための知識や運動の方法などを身につけます。

星 啓
け い こ

子 さん  ㊨

星 加
か よ こ

代子 さん  ㊧

　最初は自らの健康のために、養成講座に参加をしました。
しかし今では、サロンを運営する側で、地区の人にも広め
ることができ、役に立てるという思いで開催しています。
　また、社会福祉協議会の見守り支援員さんには助けられ
ています。脳トレやレクリエーション活動を行ってくれる
ので、楽しみながら、活動できています。

長野区長野区

介護予防ボランティア
介護予防ボランティア

星 おちよ さん

　６年間続けてこれたのは、区の協
力があったからだと思います。感謝
したいです。コロナ禍となってから
は、唯一の「集いの場」で、互いに、
元気な姿で会えるのは励みになって
います。

川島区川島区

介護予防ボランティア
介護予防ボランティア

地域で行うフレイル ・介護予防の取り組み
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特集 今から始めるフレイル予防

　今年度も「さすけねえ体操」を監修していただいた、
健康運動指導士の島田一郎先生による「介護予防ボラン
ティア」養成講座を開催しました。
　これまでも多くの受講生の方が参加され、各地区で
のサロンなどで活動しています。

◆ 介護予防ボランティア育成事業

　介護予防ボランティアの方と一緒に、介護予防のポイントとなる体操や生活の中での活動について体験し学ぶ
機会となる「さすけねえ体操教室」を開催します。参加を希望される方は１月20日までお申し込みください。

◆ 介護予防教室「さすけねえ体操教室」を開催します !

田島地域 西部地域
第１回 １月27日（金） １月26日（木）
第２回 ２月21日（火） ２月28日（火）
第３回 ３月17日（金） ３月23日（木）
時　間 午後１時半  ～  午後３時
場　所 御蔵入交流館  多目的ホール 伊南会館  ２階和室

町の取り組みについて

１、開催日時 ・場所 ２、内　容

　介護予防のための体操や日常生活
での活動について学びたい方向け
　➊ 「さすけねえ体操」の実施
　➋ 口腔機能の向上の取組み
　❸ 認知症予防の講話　
                                            　など

　　【申込み・問合せ】 
　　　　健康福祉課  介護保険係  　　　電話  0241-62-5050　　　　舘岩総合支所  町民課  住民係　電話  0241-78-3325
　　　　伊南総合支所  町民課  住民係　電話  0241-76-7713　　　　南郷総合支所  町民課  住民係　電話  0241-71-2224　

◆ 「オレンジカフェ」開催のお知らせ

　もの忘れや認知症、介護のことで気になること
や心配なことを気軽にお話してみませんか？

日　程
第１回 １月20日（金）
第２回 ２月17日（金）
第３回 ３月17日（金）
時　間 午前10時  ～  午前11時半
場　所 役場本庁舎（1階：ラウンジ）

開催日時 ・場所

※参加希望者は事前に連絡してください。

 健康福祉課  介護保険係
 　　　　  介護支援専門員

 木村　真理子

　介護予防とは、「自立した自分らしい生活を送
ることができるようにする」取り組みです。
　これまで介護予防ボランティアや、認知症サ
ポーターの養成講座に多くの方々が参加してい
ただき、知識を深め、職場や地域で活躍されて
います。「転ばぬ先の杖」という言葉があるよう
に、元気な状態だからこその準備が必要です。
　今後も、様々な講座や教室を開催しますので
気軽に参加してみてください。

　【申込み・問合せ】
　　  グループホーム花南会津　電話  0241-62-8700

介護予防の介護予防の

重要性重要性
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■
特
別
功
労
表
彰
（
1
人
）

大
宅　
宗
吉
さ
ん
（
白
沢
）

　

平
成
16
年
4
月
か
ら
平
成
22
年
3
月

に
か
け
て
、
旧
伊
南
村
議
会
議
員
と
南

会
津
町
議
会
議
員
に
通
算
６
年
、
平
成

22
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
４
月
に
か

け
て
、
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
南

会
津
町
長
に
在
職
。

　

豊
富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
で

地
方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
町
政
の
進

展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　 【問合せ】　　総務課  総務係  電話  0241-62-6100

令和４年度南会津町功労者表彰式

町政の進展に貢献された方々を表彰

　町功労者表彰式は、各分野で町政の進展に寄与し、町民の模範となる方々をたたえ、豊かで明るい町づくりを目指す
ことを目的としています。11月24日、令和４年度南会津町功労者表彰式を町役場本庁舎正庁で開催しました。

室
井
町
議
会
議
長

芳
賀　
　
進 

さ
ん

室
井　
聖
子 

さ
ん

大
宅　
宗
吉 

さ
ん

平
野　
信
行 

さ
ん

渡
部
町
長

星
教
育
長

深
谷　
一
夫

　

 

南
会
津
地
方
振
興
局
長

星　
　
博
美 

さ
ん

星　
　
勝
明 

さ
ん

渡
部　
謙
一 

さ
ん

星　
　
公
正

　
福
島
県
議
会
議
員

佐
藤
副
町
長
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■
功
労
表
彰（
６
人
）

故
・
室
井　
運
吉
さ
ん（
小
出
原
）

　
　
　
　
　
※
孫
の
聖
子
さ
ん
が
出
席

　

昭
和
49
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
８
月

に
か
け
て
、
旧
田
島
町
駐
在
員
に
31
年

と
11
カ
月
、
南
会
津
町
行
政
連
絡
員
に

16
年
と
６
カ
月
、
そ
れ
ぞ
れ
在
職
。

　

町
と
町
民
の
円
滑
な
連
絡
に
尽
力
す

る
な
ど
、
町
行
政
の
民
主
的
か
つ
効
率

的
な
運
営
に
功
労
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

故
・
星　
　
正
人
さ
ん（
針
生
）

　

平
成
２
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
10
月

に
か
け
て
、
37
年
と
７
カ
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
小
松
沢
納
税
貯
蓄
組
合
長
に

在
職
。

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
組
合
の
運

営
と
町
税
等
の
納
期
内
収
納
に
尽
力
す

る
な
ど
、
税
政
の
進
展
に
功
労
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

平
野　
信
行
さ
ん（
針
生
）

　

昭
和
61
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

に
か
け
て
、
36
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

消
防
団
活
動
に
従
事
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
分
団
長
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町
消
防
団
副

団
長
の
重
責
を
担
い
、
消
防
団
員
の
育

成
や
組
織
強
化
に
手
腕
を
発
揮
す
る
な

ど
、
功
労
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

芳
賀　
　
進
さ
ん（
上
山
口
）

　

昭
和
55
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

に
か
け
て
、
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

消
防
団
活
動
に
従
事
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
分
団
長
、
平
成

28
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町
消
防
団
副

団
長
の
重
責
を
担
い
、
消
防
団
員
の
育

成
や
組
織
強
化
に
手
腕
を
発
揮
す
る
な

ど
、
功
労
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

星　
　
勝
明
さ
ん（
上
ノ
原
）

　

昭
和
58
年
10
月
か
ら
令
和
３
年
10
月

に
か
け
て
、
38
年
と
1
カ
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
従
事
。

　

平
成
17
年
１
月
か
ら
分
団
長
を
務

め
、
消
防
団
員
の
育
成
や
組
織
強
化
に

手
腕
を
発
揮
す
る
な
ど
、
功
労
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

渡
部　
謙
一
さ
ん（
中
荒
井
）

　

平
成
22
年
６
月
か
ら
令
和
４
年
６
月

に
か
け
て
、
南
会
津
町
教
育
委
員
長
に

４
年
と
９
カ
月
在
職
、
南
会
津
町
教
育

長
職
務
代
理
者
に
７
年
と
３
カ
月
、
そ

れ
ぞ
れ
在
職
。

　

教
育
委
員
と
し
て
12
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
教
育
行

政
の
推
進
に
尽
力
す
る
な
ど
、
教
育
分

野
で
功
労
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
功
績
表
彰（
６
人
）

大
桃　
　
勲
さ
ん（
本
町
）

　

平
成
10
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

に
か
け
て
、
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

ひ
か
り
納
税
貯
蓄
組
合
長
に
在
職
。

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
組
合
の
運

営
と
町
税
等
の
納
期
内
収
納
に
尽
力
す

る
な
ど
、
税
政
の
進
展
に
大
き
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

星　
　
博
美
さ
ん（
福
渡
）

　

平
成
元
年
12
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

に
か
け
て
、
旧
舘
岩
村
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
に
16
年
と
４
カ
月
、
南
会
津

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
に
16
年
、

そ
れ
ぞ
れ
在
職
。

　

32
年
４
カ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
文

化
財
の
保
全
・
活
用
に
尽
力
す
る
な
ど
、

大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

故
・
髙
倉　
万
里
男
さ
ん（
道
城
）

　

平
成
７
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

に
か
け
て
、
旧
伊
南
村
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
に
11
年
、
南
会
津
町
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
に
通
算
10
年
、
そ
れ

ぞ
れ
在
職
。

　

21
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
文
化
財
の

保
全
・
活
用
に
尽
力
す
る
な
ど
、
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

塩
生　
浩
明
さ
ん（
藤
生
）　　

　

昭
和
62
年
12
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

に
か
け
て
、
34
年
と
４
カ
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
従
事
。

　

平
成
18
年
の
3
月
か
ら
部
長
、
平
成

23
年
３
月
か
ら
副
分
団
長
、
平
成
30
年

4
月
か
ら
分
団
長
を
務
め
、
消
防
団
員

の
育
成
や
組
織
強
化
に
手
腕
を
発
揮
す

る
な
ど
、大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

大
山　
芳
勝
さ
ん（
湯
ノ
花
）　　

　

平
成
２
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
10
月

に
か
け
て
、
31
年
と
７
カ
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
従
事
。

　

平
成
18
年
の
3
月
か
ら
部
長
、
平
成

24
年
５
月
か
ら
副
分
団
長
を
務
め
、
消

防
団
員
の
育
成
や
組
織
強
化
に
手
腕
を

発
揮
す
る
な
ど
、
大
き
な
功
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

湯
田　
雄
市
さ
ん（
川
島
）

　

昭
和
60
年
11
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

に
か
け
て
、
36
年
と
５
カ
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
従
事
。

　

平
成
19
年
の
４
月
か
ら
部
長
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
副
分
団
長
、
平
成
30
年
4

月
か
ら
分
団
長
を
務
め
、
消
防
団
員
の
育

成
や
組
織
強
化
に
に
手
腕
を
発
揮
す
る

な
ど
、
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
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  informationinformation

　「令和４年分の確定申告」と「令和５年度の町県民税申告」の申告相談が始まります。保育料や国民健康保険税、介護
保険料などの算定、国民健康保険税の軽減判定などの算定基礎や、所得証明書などの発行に関わる大切な手続きです。
期限内に忘れずに申告をお願いします。
　申告にあたり、新型コロナウイルス感染症に関わる給付金や助成金などの課税・非課税状況にご注意ください。事業に
関わる助成金などは、課税対象となります。

【相談会場】
地　域 会　場 地　域 会　場

田島地域 町役場本庁舎１階  多目的ホール 伊南地域 伊南総合支所１階  会議室
舘岩地域 舘岩総合支所１階  事務室 南郷地域 南郷総合支所１階  会議室

【相談日程】　　　　　　　　　　　  　　※ ●は「行政区ごとの指定日に申告できない方（同地域のみ）」を対象とします。

相談日 田島地域 舘岩地域 伊南地域 南郷地域
２月16日（木） 滝原 ・羽塩 福渡 ・松戸原 上町 東 ・中小屋

２月17日（金） 古今 ・糸沢
戸中 ・押戸 ・吉高

貝原 ・角生下
下町 上山口 ・中山口

２月20日（月） 関本 ・藤生 小高林 ・上ノ原 ・助木生 道城 下山口
２月21日（火） 川島 ● ● 大新田 ・大橋
２月22日（水） 中荒井 川衣 ・木賊 多々石 木伏 ・水根沢 ①
２月24日（金） 高野 たのせ ・穴原 ・前沢 白沢 木伏 ・水根沢 ②
２月27日（月） 下塩江 ・上塩江 塩ノ原 小塩 台板橋
２月28日（火） 福米沢 ・金井沢 ● ● 鴇巣 ①
３月１日（水） 大豆渡 ・黒沢 水引 青柳 鴇巣 ②
３月２日（木） 針生 湯ノ花 ・角生上 宮沢 宮床
３月３日（金） 栗生沢 ・小出原 熨斗戸 ・伊与戸 ・新田原 浜野 界
３月５日（日） ● ● ● ●
３月６日（月） 水無 ・田部 森戸 ● 虻の宮 ・小野島
３月７日（火） 田部原１ ・２ 井桁 内川 ・耻風 片貝 ・富山
３月８日（水） 長野 八総 大原 ・小立岩 下山
３月９日（木） 永田 ・今生 ● 大桃 乙沢
３月10日（金） 宮本 ・横町 ・折橋 ・丹藤 精舎 ・番屋 ● 上平 ・上町
３月12日（日） ●
３月13日（月） 新町 ・西町 ・上町 ・松下 岩下 ● 谷地 ・福田
３月14日（火） 後原・大町 ・上中町 高杖原 ・会津高原 ● ●
３月15日（水） 中町 ・本町 ・東町 ● ● ●

申 告 相 談
始まります始まります

2月16日（木）  ▶  3月15日（水）

　❶ 午前９時～正午　　  （受付終了：午前11時30分）
　❷ 午後１時～午後４時  （受付終了：午後 ３ 時30分）
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役場からのお知らせ

●所得税の還付を受ける方は、フローチャート
　にかかわらず、確定申告が必要です。
●令和５年１月１日時点で町外にお住まいの方
　は、お住まいの市区町村にご相談ください。

申告フローチャート ■ 主に年金収入のみの方

年金収入が400万円を超える

年金以外にも所得がある

申告申告
不要不要

町県民税町県民税
申告申告

町県民税町県民税
申告申告

年金以外の所得が
20万円を超える

確定確定
申告申告

はい いいえ

控除に追加や
変更がある

確定確定
申告申告

はい いいえ

はい はい いいえいいえ

■ 給与・年金収入以外の所得のみの方

所得税が課税されていない

確定確定
申告申告 いいえ町県民税町県民税

申告申告はい

■ 収入なしまたは非課税収入のみの方

町内在住の方の扶養になっている

いいえはい 申告申告
不要不要

町県民税町県民税
申告申告

■ 主に給与収入のみの方

次の項目のいずれかに当てはまる　
　　　・年末調整の内容に変更がある
　　　・年末調整が済んでいない　　
　　　・医療費控除を受けたい　　　
　　　・２カ所以上から給与を受けた

給与収入以外の所得が20万円を超える

いいえはい 町県民税町県民税
申告申告

確定確定
申告申告

給与収入以外にも所得がある

はい 申告申告
不要不要 いいえ

給与収入が2,000万円を超える

はい いいえ確定確定
申告申告

はい 確定確定
申告申告

町県民税町県民税
申告申告or いいえ

申告相談に必要なもの

  ❶ 町または税務署から郵送した申告関係書類
  ❷ 印鑑（口座振替で所得税を納税されている方は、金融機関の届出印）
  ❸ マイナンバーカードまたは番号確認書類（通知カードなど）
  ❹ 身分証明書（運転免許証、健康保険証など）
  ❺ 源泉徴収票（給与所得、年金所得がある方）
  ❻ 収支内訳書（営業、農業、不動産などの事業所得がある方）
  ❼ 各種控除証明書（生命保険料、地震保険料、社会保険料など）
  ❽ 医療費控除の明細書（医療費控除を受ける方のみ）
  ❾ 預金通帳など（還付金の振込口座が確認できるもの）

　【問合せ】
　  税務課  町税係　　電話  0241-62-6110
　  舘岩総合支所  町民課  住民係
　  　　　　　　  　　電話  0241-78-3345
　  伊南総合支所  町民課  住民係
　  　　　　　　  　　電話  0241-76-7712
　  南郷総合支所  町民課  住民係
　  　　　　　　  　　電話  0241-72-2224
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田
島
税
務
署
か
ら

田
島
税
務
署
か
ら

  　
　

確
定
申
告
に
関
す
る
お
願
い

　
　

確
定
申
告
に
関
す
る
お
願
い
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田
島
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
会
場
の

混
雑
緩
和
の
た
め
、
当
日
は
整
理
券
を

配
付
し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
整
理
券
の
事
前
発
行
が
で
き
ま
す
。

　

配
付
状
況
に
応
じ
、
後
日
の
来
場
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
開
設
場
所
】

　

田
島
税
務
署
１
階　

会
議
室

【
開
設
期
間
】

　

２
月
1
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
開
設
時
間
】

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
そ
の
他
】

　

会
場
へ
お
越
し
の
際
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
の
ほ
か
、
手
指
消
毒
、
入
場
時
の

検
温
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
咳
や
発
熱
と
い
っ
た
症
状
が

あ
る
方
や
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、

無
理
に
来
場
せ
ず
、
後
日
来
場
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【問合せ】　田島税務署　電話  0241-62-1230

その他

　　国税庁は、決算の方法
　や注意点をまとめた動画
　「決算のしかた」を公開
　しています。
　　決算業務の参考として
　ぜひご覧ください。

国税庁LINE
アカウント

国税庁動画
チャンネル

  

町
税
務
課
か
ら

町
税
務
課
か
ら

  　
　

申
告
相
談
に
関
す
る
お
願
い

　
　

申
告
相
談
に
関
す
る
お
願
い
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申
告
相
談
期
間
の
午
前
中
は
、
会
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
３
密
を
避
け
る

観
点
か
ら
、
都
合
の
つ
く
方
は
、
午
後

に
時
間
を
ず
ら
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
に
必
要
な
書
類
（
特
に

事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控

除
の
明
細
書
）
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
す

る
な
ど
、
相
談
時
間
の
短
縮
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
手
軽
に
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を

作
成
し
、
電
子
申
告
を
通
じ
て
提
出
し

ま
せ
ん
か
。
作
成
し
た
申
告
書
を
印
刷

の
上
、
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
電
子
申
告
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
未
取
得
の
方
で
も
、
税
務
署

か
ら
発
行
さ
れ
る
専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
田
島
税
務
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
田
島
税
務
署

会
場
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
株
式
や
土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
あ
る

　

い
は
配
当
所
得
が
あ
る
方

❷
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
方

❸
青
色
申
告
対
象
の
方

❹
準
確
定
申
告
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

　

申
告
）
を
さ
れ
る
方

【問合せ】　税務課  町税係　電話  0241-62-6110
　　　　　　　 田島税務署　　  電話  0241-62-1230

その他

　　ご自宅で申告ができる
　「電子申告 (e-Tax）」など
　便利なシステムを、ぜひ
　ご利用ください。

電子申告
（e-Tax）

確定申告書
作成コーナー
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役場からのお知らせ

  

衆
議
院
小
選
挙
区
の

衆
議
院
小
選
挙
区
の

  　
　
　

区
割
り
が
変
わ
り
ま
し
た

　
　
　

区
割
り
が
変
わ
り
ま
し
た
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衆
議
院
小
選
挙
区
の
一
票
の
格
差
を

是
正
す
る
た
め
に
公
職
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
、
福
島
県
の
衆
議
院
小
選
挙
区
の

選
挙
区
数
は
１
減
し
、
４
選
挙
区
と
な

り
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
の
区
割
り
は
「
第
４
区
」

か
ら
「
第
３
区
」
に
変
わ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
し
ま
す
。

　

次
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
か
ら
は
、

新
し
い
選
挙
区
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

  【問合せ】
町選挙管理委員会（総務課）　電話  0241-62-6100

新選挙区
第３区

会津若松市　白河市　喜多方市
南会津郡　耶麻郡　河沼郡

大沼郡　西白河郡　東白川郡

町ホームページ
はコチラ

総務省
ホームページ

はコチラ

  

田
島
田
島
祇祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会

園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会

  　

の
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

の
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
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12
月
4
日
、
御
蔵
入
交
流
館
に
お
い

て
、
第
十
回
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎

特
別
舞
台
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎

保
存
会
創
立
30
周
年
記
念
の
年
で
あ

り
、
Ｏ
Ｂ
の
出
演
や
多
く
の
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
田
島
小
学
校
３

年
生
の
皆
さ
ん
も
見
事
な
舞
台
で
し
た
。

　

今
後
も
会
津
田
島
祇
園
祭
で
の
屋
台

歌
舞
伎
の
保
存
、
伝
承
の
た
め
に
、
来

年
度
に
向
け
た
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
稽
古
に
つ
い
て
】

　

祇
園
祭
に
向
け
５
月
か
ら
稽
古
開
始

　

回
数　
週
１
回
程
度

　

曜
日　
未
定

　
時
間　
午
後
７
時
～
８
時
半
ま
で

　

場
所　
御
蔵
入
交
流
館

【
そ
の
他
】

　

参
加
は
無
料
で
、
年
齢
、
経
験
、
住

所
地
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
単

年
度
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【申込み・問合せ】　　生涯学習課　芸術文化係　電話  0241-62-6311

歌舞伎保存会による南山義民の碑（田島小川屋の場） 田島小３年生による舞台
御蔵入交流館で１月 31 日まで写真展開催中！
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令
和
４
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

令
和
４
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

  　
　
　
　

内
申
を
受
け
付
け
ま
す

　
　
　
　

内
申
を
受
け
付
け
ま
す
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町
で
は
、
芸
術
文
化
の
向
上
お
よ
び

教
育
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

や
団
体
を
表
彰
す
る
た
め
、
令
和
４
年

度
教
育
委
員
会
表
彰
の
内
申
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

❶
町
民
の
方

❷
町
内
に
在
籍
す
る
団
体

❸
町
内
の
教
育
機
関
に
従
事
す
る
方

【
内
申
締
切
】

　

１
月
31
日
（
火
）

※
期
限
内
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

　

次
年
度
に
内
申
し
て
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
内
容
】

❶
功
労
・
功
績
表
彰

　

町
内
の
教
育
機
関
や
各
種
団
体
に

従
事
す
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
在
職

年
数
に
応
じ
て
表
彰
す
る
も
の

❷
奨
励
賞

　

左
表
の
と
お
り
表
彰
す
る
も
の　　 【申込み・問合せ】

学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300

奨励賞

区　分

大会規模

県　内 東　北 全　国

スポーツ 優　勝 ３位以内 ８位以内

芸術文化 最上位 ３位以内 ５位以内

※令和４年２月から令和５年１月までの成績が対象

  

南
会
津
町
奨
学
資
金
制
度

南
会
津
町
奨
学
資
金
制
度

  　

学
生
の「
学
び
」
を
支
援
し
ま
す

　

学
生
の「
学
び
」
を
支
援
し
ま
す
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町
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
目
的

と
し
て
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
修
学
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
を
対
象

に
、
奨
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
期
限
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が

　　 【申込み・問合せ】
学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300
教育委員会  分室　　電話  0241-76-7718

学校種別 奨学資金

 高等学校（国公立）
 ※申請に応じ、金額（右記）を決定

１万７千円（月額）
３万円（月額）

 高等学校（私立） ３万２千円（月額）
 高等専門学校 ２万２千円（月額）
 短期大学 ・大学 ・大学院（国公立） ３万７千円（月額）
 短期大学 ・大学 ・大学院（私立） ４万２千円（月額）
 専門学校など（修業２年以上） ３万２千円（月額）
 看護師養成に関わる学校 60万円（年額）

その他

　　募集案内や申請書類は、役場担当
　窓口に備えてあります。郵送もでき
　ますので、お気軽にお問い合わせ
　ください。
　　右記からも申請書類を入手する
　ことができます。

ダウンロード
はコチラから

あ
り
ま
す
。

❶
町
出
身
の
学
生
で
あ
る
こ
と

❷
保
護
者
が
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

❸
品
行
正
し
く
、
学
術
に
優
れ
て
い
る

　

こ
と

❹
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
修
学
が
困
難

　

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

【
申
請
期
間
】

　

１
月
16
日
（
月
）
～
2
月
17
日
（
金
）
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役場からのお知らせ

学　区 クラブ名称 活動場所 定　員 電話番号

  田島小学校   あたごっ子クラブ   第３校舎１階専用教室 60 人 0241-62-0189

  田島第二小学校   GOGO キッズクラブ   学校敷地内専用施設 25 人 0241-62-7155

  桧沢小学校   ひのきやまびこクラブ   桧沢公民館 20 人 0241-62-0724

  荒海小学校   げんきっ子クラブ   校舎３階専用教室 25 人 0241-66-2688

  舘岩小学校   舘岩放課後児童クラブ   舘岩保健センター 20 人 080-5743-7609

  伊南小学校   スマイルクラブ   伊南保育所内専用教室 20 人 0241-76-2123

  南郷小学校   南郷放課後児童クラブ   旧山口保育所 20 人 0241-72-2409

保育内容 開所日 開所時間
通常保育 毎週月曜日から金曜日（平日のみ） 午後１時～午後７時

1 日保育
毎月第１・第３・第５土曜日、学校行事の
振替休日、夏休みなど学校の長期休業期間

午前８時～午後７時

※毎月第２・第 4 土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始はお休み

　　【問合せ】　健康福祉課  子育て支援係　　　  電話  0241-62-6170
　　　　　　　舘岩総合支所  町民課  住民係　　電話  0241-78-3325
　　　　　　　伊南総合支所  町民課  住民係　　電話  0241-76-7713
　　　　　　　南郷総合支所  町民課  住民係　　電話  0241-72-2225

  

令
和
５
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

令
和
５
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
児
童
を

専
門
の
支
援
員
が
お
預
か
り
し
、
授
業

終
了
後
か
ら
保
護
者
の
帰
宅
時
間
ま
で
、

友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
、宿
題
を
し
た
り
、

安
全
に
過
ご
せ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
へ
入
所
す
る
児
童
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

期
限
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
入
所
要
件
】

❶
就
労
な
ど
で
、
保
護
者
が
日
中
留
守

　

に
す
る
家
庭
の
児
童
で
あ
る
こ
と

❷
他
の
児
童
と
一
緒
に
、
集
団
生
活
が

　

送
れ
る
こ
と

【
利
用
料
】

　

児
童
１
人
あ
た
り
月
額
５
千
円

【
申
込
方
法
】

　

申
請
書
類
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

お
よ
び
役
場
担
当
窓
口
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場

担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
で
き
ま
す
の
で
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
申
請
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　

２
月
10
日
（
金
）

【
注
意
事
項
】

　

定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た

と
き
や
入
所
審
査
に
よ
っ
て
は
、
入
所

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

定
員
を
超
え
て
も
な
お
、
入
所
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
「
待
機
者
」
と

な
り
ま
す
。

電子申請は
コチラから
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倒
木
・
断
線
等
を

倒
木
・
断
線
等
を

  　
　

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い

　
　

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
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冬
季
間
は
雪
の
影
響
に
よ
る
樹
木
の

倒
木
被
害
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

も
し
、
外
出
し
た
際
に
下
の
写
真
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
場
を
見
か
け
ま

し
た
ら
「
電
柱
番
号
」
を
ご
確
認
の
う

え
、
お
問
い
合
わ
せ
先
に
直
ぐ
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
の
お
電
話
一
本
が
停
電
事

故
の
未
然
防
止
や
早
期
復
旧
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。  【問合せ】

　  東北電力ネットワークコールセンター
　　　　　　　　　　  電話  0120-175-366

( コールセンター 24 時間 365 日受付 )

雪による樹木傾斜 雪による倒木 冠　雪

下のような事象を発見したらご連絡をお願いします。

電柱番号について

　倒木箇所等の両側の電柱番号を確認し
ご連絡をお願いします。

 　　　（例）後原線２号～〇〇

  

あ
な
た
の
空
き
家

あ
な
た
の
空
き
家

  　

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
か
？

　

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
か
？
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空
き
家
を
適
正
に
管
理
せ
ず
放
置

す
る
こ
と
は
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
や
犯

罪
被
害
、
不
法
投
棄
の
温
床
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
や
修
繕
費
な
ど
、
多
額

の
負
担
が
生
じ
る
ほ
か
、
管
理
不
全
を

理
由
に
近
隣
住
民
へ
危
害
を
及
ぼ
し
た

場
合
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
冬
期
間
は
、
雪
の
重
み
で
建
物

が
倒
壊
し
た
り
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
で

思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
し
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
空
き
家
の
適
正
な

管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
相
続
登
記
が
お
済
み
で
な
い
方
へ
】

　

所
有
物
件
の
相
続
登
記
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
法
務
局
や
司
法
書
士
な
ど

に
相
談
の
上
、
相
続
登
記
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

　

相
続
登
記
を
放
置
す
る
と
、
権
利

関
係
が
複
雑
化
し
、
売
却
や
担
保
権
が

難
し
く
な
る
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生

じ
ま
す
。

　【問合せ】
　　  総合政策課  地域振興係　電話  0241-62-6210

その他

　空き家の売買・賃貸をお考えの方
は、空き家バンクに登録しませんか。
　登録には条件等がございますので、
詳しくは町ホームページにてご確認
いただくかお問い合わせください。

ホームページ
はコチラ
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役場からのお知らせ

　

町
が
管
理
す
る
町
道
で
は
、
路
面
の

積
雪
が
15
㎝
以
上
に
な
る
と
除
雪
作
業

を
開
始
し
ま
す
。
深
夜
か
ら
早
朝
に

か
け
て
作
業
し
、
通
勤
や
通
学
時
間
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、除
雪
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　 【問合せ】
　   建設課  管理係　　電話  0241-62-6230
　   舘岩総合支所  振興課  農林建設係
　   　　　　　　　　  電話  0241-78-3340
　   伊南総合支所  振興課  農林建設係
　   　　　　　　　　  電話  0241-76-7716
　   南郷総合支所  振興課  農林建設係
　   　　　　　　　　  電話  0241-72-2113

  

除
雪
作
業
時
の
安
全
確
保
に

除
雪
作
業
時
の
安
全
確
保
に

  　
　
　

　
　
　

  　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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道路沿いにお住まいの皆さんへ

　❶ご自宅前の除雪にご協力ください
　　除雪車が通過した後は、残った雪が
　家屋の出入り口をふさぐ場合があります。
　　ご自宅前の除雪は、ご自身で行うよう
　お願いします。

　❷道路に雪を出さないでください
　　交通事故を引き起こす原因となります。
　道路を利用する皆さんの安全を守るため、　
　道路に雪は出さないでください。

　❸除雪車に近寄らないでください
　　除雪車が稼働している間は、大変危険
　です。除雪車には、絶対に近寄らないで
　ください。

車を運転する皆さんへ

　❶路上駐車はやめましょう
　　路上駐車は、除雪作業の大きな妨げと
　なり、多くの方の迷惑になります。
　　除雪車が、無理なく作業できるスペース　
　の確保にご協力ください。

　❷除雪車の追い越しはやめましょう
　　雪道での無理な追い越しは、スリップ
　や対向車との衝突など、事故につながる
　危険性があります。

　❸子どもや高齢者を優先に
　　雪道は、道幅が狭くなります。歩行者
　（特に児童・生徒・高齢者）に注意を払い、
　通行してください。

流雪溝はルールを守って使用しましょう

　❶水の流れを確認しましょう
　　大量の雪を一度に流すと、詰まりやすく
　なります。水量が少ない場合は、時間を
　置いてからご利用ください。

　❷通行車両に注意を払いましょう
　　流雪溝は道路に面しているため、車両
　が近くを通行します。交通事故に巻き込ま
　れることなどないよう、ご注意ください。

　❸使用後は必ずふたを閉じましょう
　　歩行者や車両の安全を守るため、流雪
　溝のふたを開けたままにしないでください。
　　また、転落防止の十字枠は、絶対に取り
　外さないでください。



182023.1 広報みなみあいづ

　12月24日、鎌倉崎・松下線が開通したことにより、
国道289号田島バイパスが全線開通しました。
　田島バイパスは、本町中心市街地における交通混雑
の解消を目的とした全体延長2.2ｋｍのバイパス事業で
あり、重点的に整備が進められてきました。本道路の
整備により、４車線化された田島バイパスから栃木県
方面への通り抜けが可能になりました。

 国道289号田島バイパスが全線開通

 前道路の混雑解消を目指し駅

開通した鎌倉崎・松下線

　【問合せ】
　   教育委員会  生涯学習課  生涯学習係
　　　　　　　　　　　電話  0241-62-5511

町ホームページ
はコチラ

生
理
用
品
を
お
配
り
し
て
い
ま
す

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー  

第
８

回

　

町
で
は
、
生
理
用
品
を
入
手
し
に
く

い
状
況
に
あ
る
方
を
支
援
す
る
た
め
、

役
場
本
庁
舎
と
御
蔵
入
交
流
館
な
ど
で

生
理
用
品
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
生

理
用
品
の
提
供
を
受
け
て
実
施
す
る
も

の
で
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
配
付
場
所
】

➊
役
場
本
庁
舎（
窓
口
：
健
康
福
祉
課
）

　

１
階
女
子
ト
イ
レ
・
多
目
的
ト
イ
レ

➋
御
蔵
入
交
流
館（
窓
口
：
生
涯
学
習
課
）

　

女
子
ト
イ
レ
・
多
目
的
ト
イ
レ

❸
き
と
ね

　

女
子
ト
イ
レ
・
多
目
的
ト
イ
レ

【
配
付
方
法
】

➊
ト
イ
レ
の
個
室
内
に
生
理
用
品
を
備

　

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

　

方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

➋
健
康
福
祉
課
又
は
生
涯
学
習
課
の
職

　

員
に
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
生

　

理
用
品
１
パ
ッ
ク
（
22
枚
入
り
）
を

　

お
渡
し
し
ま
す
。
名
乗
っ
た
り
、
記

　
入
し
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ト
イ
レ
内
に
生
理
用
品
と
一
緒
に
設

　

置
し
た
引
換
カ
ー
ド
を
職
員
に
渡
し

　

て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

　12月20日、令和４年秋の叙勲「瑞宝単光章」を受章
された酒井宏

ひろゆき

幸さん(下山口)に対し、勲記および勲章
が伝達されました。
　酒井さんは、昭和61年に旧南郷村消防団に入団。以
来、33年の長きにわたり、地域住民の生命・財産を守
るため、消防業務に取り組んでこられました。この度、
長年のご功績が認められ、晴れの受章となりました。

 令和４年秋の叙勲を受章

 域防災の〝かなめ〟として33年地

左から渡部町長、酒井宏幸さん、深谷振興局長
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まちの話題

　山本恭
や す し

士さん（田部原）と佐藤佳
か り ん

厘さん（浜野）が、
福島県市町村社会教育委員連絡協議会表彰を受賞さ
れました。山本さんは、平成28年から令和３年まで
の６年間、佐藤さんは、平成28年から現在までそれ
ぞれ社会教育委員として、社会教育の振興並びに地
域社会の発展のため貢献されていることが高く評価
され、この度の受賞となりました。

 福島県市町村社会教育委員連絡協議会表彰

 会教育の振興に貢献社

山本恭士さん　　　　　　佐藤佳厘さん　

　11月下旬、福島県畳工業組合より町内保育所３施設
へ20枚の畳の寄贈をいただきました。この畳の寄贈事
業は、県内の選定された市町村に贈られますが、南会
津畳組合組合長である室井畳店の室井秀

ひであき

明さん（東町）
の推薦により、令和４年度は本町が選ばれました。
　室井さんの「子どもたちに畳の良さを肌で感じてほ
しい」という思いから今回の寄贈に至り、畳はお昼寝
などの際に活用されます。ありがとうございます。

 町内保育所に畳の寄贈

 かな心と和やかさを生む畳豊

南会津畳組合組合長の室井秀明さん

寄贈いただいた畳（南郷保育所）

小・中学生チーム「鼓狐」の演奏

　12月11日、標記大会がさいたま市文化センターで開催
され、會津田島太鼓の「鼓狐」がジュニアの部で準優勝、
「白鼓」が一般の部で第３位に輝きました。
　準優勝した「鼓狐」は、軽快な太鼓のリズムにあわせ
白狐に扮したメンバーが楽しく打ち、舞い踊り、会場
をわかせました。リーダーの小椋遥

はると

翔さん（本町）は、
「準優勝できて本当にうれしいです。来年は優勝目指し
て頑張ります！」と意気込んでいました。

 第14回太鼓祭2022　日本一決定戦

 強く壮観な音を響かせ力

青年チーム「白鼓」の演奏
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119 番通報訓練装置を使用した訓練の様子

　12月８日、冬野菜を利用した調理実習と野菜摂取量
確認のベジチェックの食育講習会を御蔵入交流館で開
催しました。調理実習では、ふくしま食育サポーター
慶徳敬

けいこ

子さんを講師に迎え、冬野菜の効能等について
学びながら、旨味と甘みを最大限に活かしたメニュー
を作りました。ベジチェックでは、明治安田生命さん
の協力を得て体内の野菜摂取量を測定し、自分の野菜
摂取が出来ているか確認しました。

 調理実習とベジチェック食育講習会

 野菜で健康に向けた活動を冬

調理実習の様子：講師の慶徳敬子さん㊥ベジチェックでの測定の様子

　一般財団法人自治総合センターが社会貢献広報事業
として行っている「令和４年度コミュニティ助成事業」
により、宝くじの助成金で整備した消防訓練用の119
番通報訓練装置、煙体験装置（スモークマシン）、子
ども用防火服２着が南会津地方広域市町村圏組合に配
備されました。町内での防災訓練・避難訓練等でご使
用を希望する際には、下記までご連絡ください。

 消防署で消防訓練用の備品を整備

 練の多様化に向けて訓

　12月23日、舘岩地域における交通死亡事故ゼロ4,500
日の達成を記念し、地域の交通協力団体がカウントボー
ド前で記念撮影を行いました。
　交通安全協会舘岩支部長の星安

やすひろ

博さん（伊与戸）は、
「啓発活動や危険個所の看板設置など地道な活動の成果
だと思います。この記録がさらに続くよう地域で協力
していきたい」とお話がありました。

 舘岩地域交通死亡事故ゼロ4,500日

 み重ねた日々の記録積

舘岩地域の交通協力団体の皆さん

   【問合せ】 　 　南会津地方広域市町村圏組合消防本部 
 　　　　　　　　　　　　予防課　電話  0241-63-3117 

子ども用防火服



広報みなみあいづ 2023.121

まちの話題

　12月19日、南会津町農業委員会は役場本庁舎を訪れ、
佐藤副町長に「農地利用の最適化の推進に関する意見書」
を手渡しました。本意見書は、担い手の農地利用の集
積・集団化や、遊休農地の解消・防止、担い手の育成と
新規就農者の支援について、当委員会の考えをとりま
とめたもので、会長の室井文

ぶんいち

一さん（川島）より内容の
説明がありました。

 南会津町農業委員会が意見書を提出

 策の充実・強化の実現に向けて施

室井文一会長より佐藤副町長意に意見書を提出

完成した屯所と消防団の皆さん

　富貴沢橋の架替事業に伴い建替工事を行っていた
藤生消防屯所が完成し、落成式が行われました。
福島県森林環境税を活用して、土台を除いた構造材
と外壁などの造作材に町産材を使用しています。
　建て替え前に引き続き、地域防災の拠点として
防災訓練や救急講習を開催し、緊急時には地区住
民の避難場所として活用されます。

 藤生消防屯所が完成

 産材を使用した消防屯所町

　11月26日、御蔵入交流館駐車場において、「使用済
み小型家電の無料回収イベント」を開催しました。
　当日は、パソコンや携帯電話、プリンターなど合計
4.923㎏を回収。小型家電の内部には、金や銀、レア
メタルなど有用な金属が含まれており、それらの貴
重な資源をリサイクルすることで、町内から排出され
る燃えないごみの削減につながっています。

 使用済み小型家電をリサイクル

 み減量への第一歩ご

回収された小型家電類

　12月１日、めでたく100歳を迎えられた星トキヨさん
（森戸）への賀寿贈呈式が、入所されている特別養護老
人ホーム伊南ホームで行われました。
　ご親族と職員の方に囲まれながら、長寿を祝いまし
た。若い頃から唄や踊りが好きで、多少のことではく
よくよせず、笑顔でいることが長寿の秘訣だと話すト
キヨさん。これからも元気でお過ごしください。

 星トキヨさんが百歳を迎える

 やかに晴れの日を祝う華

金色ちゃんちゃんこを纏うトキヨさん㊥
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　これまで町と福島大学などが共同で、本町やその周
辺地域において、分布が拡大するニホンジカの遺伝的
特徴について研究してきました。
　12月14日、「近年急増した南会津のニホンジカはど
こから来たか」と題したこれまでの成果報告会が御蔵
入交流館で開催されました。研究成果は、今後の広域
的なニホンジカの対策に活かされます。

 福島大学との共同研究の成果報告会

 ホンジカはどこから来たのかニ

報告を行う福島大学の兼子伸
し ん ご

吾准教授

　６月から全６回にわたり、会津の歴史や自然を活か
した町おこしについて探訪する企画「歴史と自然探訪
講座」。
　12月１日の最終回では、25名の方が参加し、きと
ねにて町の農林課職員が、鳥獣被害とその対策につい
て説明しました。全６回の講座を通して、会津地域の
歴史や自然に関する知識を深めていました。

「歴史と自然探訪講座」～第６回 学習会～ 

 史や自然の豊かさに触れる歴

職員の講話に耳を傾ける参加者の皆さん

　12月３日、第28回福島県スポーツ少年団南会津支部
バレーボール大会が下郷町大川ふるさと公園アリーナ
にて開催されました。
　南会津郡内バレースポ少５チームが参加し、田島バ
レーボールスポ少が優勝に輝きました。参加した子ど
もたちは、はつらつとプレーし、白熱とした試合の中
でも笑顔があふれる大会となりました。

 県スポ少南会津支部バレーボール大会

 つらつプレー   笑顔はじける！は

優勝した田島バレーボールスポ少の皆さん

　12月19日、舘岩地域区長会（星昭
あきお

雄会長）の皆さんか
ら、渡部町長へ要望書を提出。要望書には、令和元年
度に発生した台風19号による「田代山山腹崩落」「西根
川への土砂放流」の対策について引き続き、国、県、
関係機関への働きかけなど７項目が盛り込まれていま
す。町では、要望事項を精査しながら、関係機関と協
力し、舘岩地域の活性化に向け、取り組んでいきます。

 舘岩地域区長会より要望書の提出

 域の活性化に向けて地

星昭
あ き お

雄会長より渡部町長に要望書を提出

研究成果は
コチラから
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 くらしの
 　 情報

　狩猟の世界を体験してみませんか。
近年深刻化の一途をたどる、ニホンジ
カによる希少植物の食害やイノシシに
よる農作物の被害などの対策を進める
ために、狩猟者の確保・育成が課題と
なっています。
　そのため、南会津郡内で活動するハ
ンターの体験談のほか、わなの解説や
射撃シミュレーター体験など、「聞いて・
見て・触れる」セミナーを実施します
ので、ぜひご参加ください。
　新型コロナウイルス感染の状況によ
り、セミナーを中止する場合がござい
ますので、あらかじめご了承ください。

開　催　日　第1回：2月18日（土）
　　　　　第2回：2月19日（日）
　　　　　※各回内容は同じです。
時　　間　午前10時～正午
　　　　　（午前9時45分受付開始）
対　象　者　南会津郡在住の方で、狩
　　　　　猟に興味がある方、狩猟
　　　　　免許取得を目指している方
定　　員　各回先着20名
場　　所　御蔵入交流館
　　　　　　　　　多目的ホール
参　加　料　無料
申込方法　電話または電子メールに
てお願いします。電子メールでの申
し込みの場合、下記メールアドレス
より受信確認メールをお送りします。
申込期間　
　１月18日（水）午前8時30分～
　　　　２月13日（月）午後5時15分
申　込　み　福島県南会津地方振興局
　　　　　県民環境部県民環境課
電　　話　0241-62-2061
メ　ー　ル　minamiaizu.kenminkankyou
　　　　　@pref.fukushima.lg.jp

「はじめての狩猟セミナー」
参加者募集

　高野で冬の遊びを楽しみませんか。
冬は道路が閉鎖される高野の林道や
周辺の森の中で冬の遊びを満喫大人
も子供も楽しめます。
　日本最大級の雪の滑り台（500ｍ）や、
森の案内人と雪の野山をカンジキを
履いてカンジキウォーク、ミニかま
くら作り、雪だるま作りや雪像づく
り広大な平原等でのファットバイク
体験などが体験できます。また、夜
にはイルミネーションが楽しめます。
　参加は事前予約制となりますので
下記QRコードよりお申込みください。

開催日時
　２月18、19日午前10時～午後３時
※イルミネーションは、２月12日から
　18日の午後５時半から午後７時
募集人員　各日50名（事前予約制）
参加費用（町民の方）
　大人500円、小中学生300円
(参加費、保険料、甘酒サービスあり）
※2日間参加の場合
　大人700円、小学生400円
申込締切　２月15日（水）まで　
　　　　　※定員に達し次第締切り
申込み ・問合せ
　下記QRコードよりお申込み、お問
い合わせください。
主　　催　高野の雪まつり実行委員会

南会津  高野の雪まつり2023

申込み・問合せ
　　　はコチラ▶メールでの

お申込みはコチラ

　祇園会館寄席ではすっかりお馴染
み、実力派落語家の兼好師匠の落語
や、マジックで楽しいひとときを、
一緒に過ごしませんか。

日　時　２月12日（日）　
開　演　午後７時
出　演　三遊亭兼好、瞳ナナ
木戸銭　大人3,000円（当日500円増）
　　　　中高生500円
　　　　小学生以下無料
　　　　（中高生以下、保護者同伴）
申込み　会津田島祇園会館
電　話　0241-62-5557

第17回祇園会館寄席
ぜひご参加ください

　宿根カスミソウやリンドウなどの
花を生産・出荷したい方を対象に相
談会を開催します。
　相談会では、栽培方法や栽培に必
要な経費などについて説明するほか、
その他栽培を希望する品目の相談に
もお答えします。花の生産に興味の
ある方、定年退職後に農業で収入を
得たいと考えている方、ぜひ御参加
ください。参加費は無料です。

日　時　田島：１月24日（火）
　　　　伊南：１月25日（水）
　　　　いずれも午後２時から
場　所　田島：JA会津よつば田島支店
　　　　伊南：JA会津よつば伊南支店
申込み　南会津農林事務所
電　話　0241-62-5264

花の新規栽培に関する
相談会を開催します

会津祇園会館
ホームページ

ホームページ
　　　　はコチラ▶
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　歯科衛生士の星文先生に歯みがき指導をしていた
だきました。講話や染め出しから、「歯並びに合った
みがき方」を意識することができました。舘岩では、
小中が連携して歯科保健に力を入れています。他に
も、「いろ歯カルタ大会」などの取組を通して、歯の
健康について学んでいます。今後は、正しい歯みが
きの仕方を撮影し、中学校へプレゼント予定です。

12 月６日　「よい歯の教室」を実施

歯科保健活動の充実

舘岩小学校

　本校は、「ふくしま『未来の教室』授業充実事業」
の指定を受け、ICTを活用した効果的な授業のあり
方を研究しています。５年生の授業を公開し、多数
の先生方が参観。創立150周年を迎える荒海小学校
の歴史を調べ、タブレットを活用して、集めた情報
を整理、分析した５年生。情報化が進んだ「未来の
教室」は、そう遠くない未来に実現されそうです。

11 月 25 日　授業充実事業

未来の教室　公開授業

荒海小学校

　町内各学校の日常や、児童 ・生徒の表情を紹介
するコーナーです。学校ごとに毎月一つ旬な情報
をお届けします。下記ＱＲコードからも各学校
の情報を発信していますので、ご覧ください。

学び舎学び舎
   スケッチ   スケッチ

町立学校
ポータルサイト

福島県立
田島高等学校

福島県立
南会津高等学校

　３・４年生は外部講師の室井榮子先生、５・６年
生は外部講師の赤松茂子先生に、書き初めに向けて
の書写指導をしていただきました。子ども達は普段
とは違った緊張感をもって、授業に取り組むことが
できました。ポイントを丁寧に教えていただいたこ
とで、書けば書くほど上達し、子どもたちには満足
の表情が見られました。

12 月７、９日　書写教室

書き初めに向けて

桧沢小学校
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学び舎スケッチ

　２名の人権擁護委員の方に来ていただき、「人権
教室」を開催しました。人権とは、人が幸せに生き
る権利であり、「命を大切にすること」や「みんなと
仲良くすること」であることを、詩やＤＶＤの視聴
を通して学習しました。33名の子どもたちは、真剣
に話を聞いて自分の考えを発表。授業終了後には、
様々な感想を聞くことができました。　

11 月 24 日　２年生人権教室

人権について学びました

田島小学校

　書道教室を開いていらっしゃる外部講師の川井先
生をお招きして、書き初めに向け、筆の使い方や、
整った字の書き方を教えていただきました。
　最初は緊張気味だった子どもたちですが、川井先
生のアドバイスを受けてどんどん上達していきまし
た。年が明けて、素晴らしい作品が集まることが今
から楽しみです。

12 月６，７日　書道教室

毛筆に親しむ会

南郷小学校

　日本代表の活躍で、日本全国が連日盛り上がった
サッカーワールドカップでしたが、伊南小でもサッ
カー熱が高まり、校庭でサッカーをする子どもたち
が増えました。この日の朝の会で、伊南小ワールド
カップとして、２年生対３・４年生の試合を行いま
した。白熱した試合となり、結果は１対１の引き分
け。朝から身も心も熱くなる試合となりました。

11 月 29 日　朝の活動

伊南小ワールドカップ

伊南小学校

　桐朋学園短期大学芸術部の学生３名をお招きして、
琴に親しみました。琴の作りを説明していただいた
り、楽譜や演奏する爪を見せていただいたりして、
日常的にあまり触れることのない琴について知るこ
とができました。また、「さくら」や「パプリカ」、「校
歌」などを演奏していただき、琴の奏でる音に魅了
され、素敵な時間を過ごすことができました。

12 月１日　学校訪問コンサート

琴の奏でる音に魅了される

田島第二小学校
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　校内球技大会である「田中杯」を行いました。
　学友会役員を中心に、体育委員やバレーボール部員
など多くの生徒が協力しながら運営を行いました。
　当日に向けて各学級やチームで練習を行ってきた
生徒達は、どの試合でも熱戦をくりひろげていまし
た。仲間同士での温かい声かけや拍手が、印象的で
した。

12 月 15,16 日　校内球技大会「田中杯」

学級の絆深まる

田島中学校

　世界中が熱狂しているサッカーＷ杯。負けず劣ら
ずの熱い戦いが校内体育祭にて繰り広げられました。
　サッカー未経験の生徒たちですが、持ち前の運動
神経とやる気で寒さを吹き飛ばしていました。
　好プレーには拍手で称え合い、実況席も設けられ
大いに盛り上がる体育祭となりました。素敵な時間
を創り上げた全校生に「ブラボー！！」

12月８日　爽樺体育祭

舘中ワールドカップ開幕

舘岩中学校

　昨今の校則改正の流れを受け、本校でも10周年の
節目に生徒が主体となって校則を見直そうと校則委
員会を立ち上げました。委員会の名称も自分たちで
考え、まずはかつて生徒会で作成したままになって
いた通信機器等「わたしたちの７つの約束」について
検討。全校生アンケートや協議を経て「わたしたち
の４つの約束」を完成させることができました。

12 月　南会改則促進委員会

自ら決める。自ら守る。
それがわたしたちの約束

南会津中学校

　季節は冬ですが、本校の体育館は、ワールドカップ
に負けないくらいの熱気に包まれていました。今年
も縦割り班で球技大会を実施。3年生は練習から先輩
らしさを発揮し、チームに活力を与え、体力も競技
力も向上。その勇姿を、１・２年生が感じ取り、伝統
として受け継がれていくことでしょう。やる気に満
ちあふれた「荒中ポーズ」が大会を盛り上げました。

12 月６日　校内球技大会

全員が「ブラボー！」

荒海中学校
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学び舎スケッチ

　毎回、廊下においしそうなにおいを漂わせている
３年選択フードデザインの12月12日の実習はおせち
でした。
　家ではおせちを食べない生徒が多かったようです
が、13名の生徒は伊達巻や田作り、紅白なますなど
をきれいに盛り合わせ、試食を楽しんでいました。
　

12 月 12 日　フードデザイン授業

おせちに挑戦！

南会津高等学校

　先月号で紹介した「高校生語り部事業」の第二弾
として、本校の第１学年で、県立博物館が東日本大
震災と原発事故の被害を物語る「震災遺産」を収集
する理由を考える授業を実施しました。生徒たちは、
グループごとに意見交換した後、県立博物館の筑波
匡介主任学芸員から「震災遺産」に対する思いを聞
き、震災と復興に対する課題意識を高めていました。

12 月９日　震災学習授業

なぜ、震災遺産の収集に取り組むのか

田島高等学校

図書館へ行こう！

【問合せ】   南会津町図書館  電話  0241-62-5522

『大長編ドラえもん』  豪華愛蔵版展 
　　　　　　　　　　　　　１月29日まで開催中！
　本編17巻 + ０巻 + 別冊（引くえもん、ドラ絵もん）

開館時間 ：午前10時～午後６時
　　本の検索や予約、貸出状況の確認
　　開館 ・休館日の確認はコチラから▶

　激レアな「原画ポスター」の展示やピー助＆ドラえ
もんフィギュアもありますので、ぜひお越しください。
※愛蔵版と別冊本の貸し出しは1週間となります。

  【一般図書】　
　黒石　　　　　　　　　　　　大沢　在昌　著
　ゴッホの犬と耳とひまわり　　長野まゆみ　著
　もしも彼女が関ケ原を戦ったら　
　　　　　　　　　　　　　　　眞邊　明人　著
　みみそぎ　　　　　　　　　　三津田信三　著
　会津の風光　　　　　　　　　竹島善一　写真・文
【児童図書】
　かいけつゾロリきょうりゅうママをすくえ!
　　　　　　　　　　　　　　原　ゆたか　さく・え
　アナトールとねこ　　　　　イブ・タイタス　さく
　オハヨウどろぼう　　　　　おのりえん　文・絵

　12月分の新着本をご紹介します。下記以外にも多く
の本がありますので、足を運んでみてください。
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ま
す
が
、
毎
日
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
注
意
し
て
い
る
な
ら
、「
聞
く
」
と

い
う
形
の
見
通
し
で
は
効
果
が
薄
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
に
活
躍
す
る
の
は
、

時
計
や
絵
・
写
真
を
使
っ
た
予

定
表
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）、
そ
し
て
カ

レ
ン
ダ
ー
で
す
。

時
計
は
時
間
の
概
念
を
理
解
し
て

い
な
く
て
も
数
字
を
活
用
し
ま

す
。
保
育
士
や
先
生
方
は
、
よ
く
「
時

計
の
長
い
針
が
５
に
な
っ
た
ら
お
片
付

け
」
と
時
計
に
注
目
さ
せ
な
が
ら
伝
え

ま
す
。
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

１
日
の
予
定
を
小
さ
な
絵
カ
ー
ド
に
し

て
掲
示
し
ま
す
。
言
葉
の
説
明
を
聞
き

逃
し
た
お
子
さ
ん
が
見
て
確
認
で
き
る

工
夫
で
す
。
あ
る
い
は
、
い
つ
ま
で
や

れ
ば
い
い
の
か
、
ど
の
く
ら
い
待
て
ば

行
動
で
き
る
の
か
を
見
せ
る
た
め
に
カ

レ
ン
ダ
ー
を
使
い
ま
す
。「
赤
い
日
に

ち
ま
で
頑
張
れ
ば
お
休
み
」の
よ
う
に
、

子
ど
も
に
ど
の
く
ら
い
の
日
数
が
か
か

る
の
か
、
目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
伝

え
る
の
で
す
。

私
た
ち
大
人
が
思
う
よ
り
も
、
子

ど
も
に
と
っ
て
の
「
時
間
」
の

感
覚
は
、
言
葉
（
音
声
）
だ
け
で
は
分

か
り
に
く
く
頼
り
な
い
も
の
で
す
。
時

間
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
認
識
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
大
人

が
子
ど
も
の
理
解
に
合
わ
せ
て
「
見
通

し
」
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
ら
生
活

リ
ズ
ム
も
順
調
に
取
り
戻
し
て
い
く
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
子
育
て
の
一
つ

の
工
夫
と
し
て
「
見
え
る
化
」
は
お
す

す
め
で
す
。

す

ま

い

る

だ

よ

り

「
時
間
っ
て
わ
か
り
に
く
い
」vol.vol.

5252
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健康通信

日　程 病院名 電話番号

１月15日 佐藤医院（下郷町） 0241-67-2134

１月22日 高橋医院 0241-62-0040

１月29日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

２月５日 馬場医院 0241-62-0141

２月12日 なかやクリニック 0241-73-2036

２月19日 伊南小野木クリニック 0241-76-7780

２月26日 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688

※午前中のみの診察となります。ご注意ください。

  １ ・２月の　　
　　日曜当番医

　 【すまいるだよりに関する問合せ】
　   子育て世代包括支援センター「えがお」
　   （健康福祉課  子育て支援係内）
     　　　　　　　　　   電話  0241-62-6170
　   メールでの相談はコチラ▶
　     egao@minamiaizu.org

■ えがおスタッフからのおすすめ

作り方　

❶ 春菊は茹でて３㎝長さ、柿も食べやすい大きさに切る

❷ 人参は３㎝長さに切って茹で、しめじは軸を除いてほぐし酒でから炒り、出し汁としょう油小さじ１で下味をつけておく

❸ 豆腐は電子レンジで５分加熱して水切りし、つぶす

❹ 豆腐に下味をつけた②の水気を絞り、春菊、柿を残りの調味料で和えれば完成

　独特の香りと味、風味が料理のアクセントになる春

菊は、緑黄色野菜の一種で、その中でもトップクラス

の栄養価を誇ります。

【春菊が多く含む栄養素】

  ◆aピネンとぺリルアルデヒド

  　胃腸の働きを助ける効果や強い抗菌と殺菌作用

  ◆βカロテン

  　皮膚や粘膜の保持・免疫力効果大

春菊と柿の白和え春菊と柿の白和え

栄養価（１人分）

エネルギー　  76kcal

たんぱく質　　 5.4ｇ

脂質　　　　    3.9ｇ

炭水化物　　    7.1ｇ

塩分相当量　　 0.4ｇ

材料（4人分）

春菊　　　　　　　   160g

木綿豆腐　　　　　   160g

柿　　　　　　　   1/4切れ

しめじ　　　　　　   120g

人参　　　　　　　　  20g

出し汁　　　　　　　50cc

しょう油　　　　　小さじ１

すりごま　　　　　大さじ１

しょう油　　　　大さじ1/2

きび砂糖　　　　　小さじ１

栄養士監修コラム 

今月の健康レシピ今月の健康レシピ

 今月の野菜

春菊

【とけいのほん１】
作 / まついのりこ　
　時間を意識しはじめるころに
ぴったりな絵本です。楽しみ
ながら、時間について学べます。

【こよみともだち】
作 / わたりむつこ
絵 / ましませつこ
　カレンダーに興味を持ち
始めたお子さん向けの楽し
い絵本です。
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文
芸
ご
よ
み

　

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　

柚
子
皮
を
甘
煮
の
薫
に
そ
っ
と
添
え　
　
　
　
　

星　
　

昂
明

　
　
　
　

息
災
に
生
き
て
朝あ

さ
げ餉

の
冬
至
粥　
　
　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　
　
　
　

常
よ
り
も
少
し
長
め
の
柚
子
湯
か
な　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

　

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
　
　
　

踏
み
し
め
て
銀
杏
落
葉
の
こ
え
を
聴
く　
　
　
　

岡
本
り
つ
子

　
　
　
　

満
々
の
ダ
ム
の
さ
ざ
波
冬
は
じ
め　
　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

　
　
　
　

独
り
居
や
五
感
の
淋
し
暮
れ
の
秋　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

良

　

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
　
　
　

大
一
番
見
届
け
「
良
し
」
と
き
の
こ
鍋　
　
　
　

渡
部　

華
子

　
　
　
　

夜
を
帰
る
頭
上
に
は
る
か
冬
北
斗　
　
　
　
　
　

酒
井　

里
美

　
　
　
　

冬
枯
れ
の
空
は
明
る
し
カ
レ
ー
煮
る　
　
　
　
　

平
野
恵
美
子

　

鴫
山
短
歌
会

　
　
　
　

別
名
を
コ
キ
ア
と
も
言
う
ほ
う
き
草

　
　
　
　
　
　
　
　

は
に
か
む
よ
う
に
紅
く
染
ま
れ
り　
　

石
橋　

満
江（
中
町
）

　
　
　
　

よ
う
や
く
に
待
ち
に
待
っ
て
た
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
く
の
人
よ
り
喜
び
の
声　
　

湯
田　
　

清（
栗
生
沢
）

　
　
　
　

息
合
わ
せ
焼
く
る
ト
タ
ン
の
屋
根
を
塗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
き
夫
婦
は
ゑ
ま
し
か
り
け
り　
　

湯
田　

恭
之（
田
沢
）

伊勢
道中記

　旅の37日目に当たる３月21日、
一行は熊野三山の熊野速玉大社
(和歌山県新宮市)を参詣しました。
この地は、新宮藩・水

み ず の と さ の か み

野土佐守
３万７千石の領地であったと記
されています。一行は９里半(約
38㎞)の行程を歩き、那智山(和
歌山県東

ひ が し む ろ

牟婁郡那
な ち か つ う ら

智勝浦町)に
宿泊しました。
　翌22日は午前６時に出立、熊

野那智大社を参詣します。道中
記には、「仁王門を右の方に廻る
と名瀧、拝所、護摩座あり・・」
と記されています。この「名瀧」
とは、那智の瀧（世界遺産・国
指定名勝）のことです。
　それから一行は、西国三十三
観音第一番札所(青岸渡寺)で如意
輪観世音を拝観し、熊野古道の

「大
おおぐも

雲取
とり

越
ごし

」という雲の中を行く

ような大難所を越え小口村(和歌
山県新宮市熊野川町)に着きまし
た。そこで昼食をとり、さらに

「小
こ ぐ も

雲取
とり

越
ごし

」という難所を越え
ます。
　この日一行は、急峻な峠道を
約８里(約32㎞)歩き、熊野本宮
(和歌山県田辺市本宮町)に宿泊
しました。

第 20話第 20話

歴史シリーズ歴史シリーズ

【写真㊧】
　熊野古道の大難所

「大雲取越」と熊野
那智大社が描かれて
いる。
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戸籍の窓口 （11月25日～ 12月25日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

12月 会議 ・行事名

１ 民生委員・児童委員委嘱状交付式
環境衛生組合事務局長来庁

２ 南会津地方町村会役員会
４ 田島祇園祭屋台歌舞伎特別舞台公演
５ 伊南地域区長・行政連絡員会議
6 だいくらスキー場安全祈願祭／課長会議
7 きとねウッドデザイン賞2022表彰式
９ 第４回町議会定例会（初日）

渡部町長の公務百景 （ № 08 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

9 舘岩地域防犯協会情報交換会
10 会津ガス相馬氏来庁／㈱ＪＩＡ来庁
19 第４回町議会定例会（２日目）
16 第４回町議会定例会（３日目）
17 第４回町議会定例会（４日目）
18 総合振興計画審議会／酒井宏幸氏叙勲伝達式
21 高畑スキー場安全祈願祭／南郷地域行政連絡員会議
22 会津鉄道㈱取締役会／地酒で乾杯プロジェクト会長来庁

26 町シルバー人材センター門松寄贈／南会津建設事務所長来庁
環境衛生組合事務局長来庁／仁嘉会山田先生来庁

27 福島県森林課長来庁／南会津地方振興局長来庁
28 仕事納め式／課長会議／花木の宿竣工式

今月号の目次

　Ｐ２  ：新年のごあいさつ
　　　　　南会津町長　渡部正義

　Ｐ４  ：特集
　　　　　今から始めるフレイル予防

　Ｐ８  ：令和４年度南会津町功労者表彰式
　　　　　表彰対象者13人

　Ｐ10 ： 役場からのお知らせ
　　　　　申告相談始まります　　　　　　　　など（11件）

　Ｐ18 ：まちの話題
　　　　　男女共同参画コーナー　　　　　　　など（17件）

　Ｐ23 ：くらしの情報
　　　　　南会津  高野の雪まつり2023　 　　　など（４件）

　Ｐ24 ：学び舎スケッチ
　　　　　町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ28 ：健康通信
　　　　　すまいるだより、日曜当番医、健康レシピ、

　Ｐ30 ：文芸 ・戸籍など
　　　　　伊勢道中記、文芸ごよみ、渡部町長の公務百景、
　　　　　戸籍の窓口、今月号の目次、編集後記

　Ｐ32 ：Only One
　　　　　阿久津夕佳さん、今月号の表紙、１月の納税こよみ

編集後記

◆新年あけましておめでとうございます。本年も「広報みなみあいづ」
 　をよろしくお願いします。
◆うさぎ年は、〝成長〟の年と言われているそうです。近頃は横に成長
　している私、特集取材先での体操で普段の運動不足を実感するも、運
　動すると動いた分以上の栄養を摂取してしまいます。
　　　ご意見 ・ご要望はコチラまで

　　　　　総合政策課　馬場 貴大　kouhou@minamiaizu.org

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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／
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発

行

南会津町の人口

   世帯数　6,421 世帯数　6,421世帯（-1）世帯（-1）    総人口　14,176 総人口　14,176人（-10）人（-10）    男　7,001 男　7,001人（-4）人（-4）    女　7,175 女　7,175人（-6）人（-6）

※ 令和５年１月１日現在（　）内は前月比※ 令和５年１月１日現在（　）内は前月比

   ■ 今月号の表紙

　今年は、うさぎ年というこ
とで、うさぎに扮した舘岩幼
稚園の園児たちが表紙を飾り
ます。撮影後には、うさぎに
なりきり、ぴょんぴょんと跳
ねている姿が印象的でした。

ふるさと納税
▼

町公式ＨＰ
▼   ■ １月の納税こよみ

    町県民税  　　　　　（第４期）
    固定資産税 　　　　 （　ー　）
    国民健康保険税　　  （第７期）
    介護保険料 　　　　 （第７期）
    後期高齢者医療保険料  （第６期）
    国民年金保険料 　　 （12月分）
　　納期限　        １月31日（火）
　　休日納税相談   １月29日（日）

  　　　 8:30~12:30（本庁のみ開催）

　

株
式
会
社
舘
岩
工
務
所
の
福
祉
用
具
貸

与
や
販
売
、
住
宅
改
修
な
ど
を
担
う
部
署

「
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
」
で

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て
勤
務
す
る

阿
久
津
夕
佳
さ
ん
。

　

車
い
す
・
歩
行
器
な
ど
の
貸
与
や
販
売

を
担
当
。
利
用
者
の
自
立
や
、
介
護
す
る

方
の
負
担
軽
減
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
用
具
選
定
を
行
い
ま
す
。

　

福
祉
用
具
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
転
倒

の
防
止
や
、
散
歩
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、安
心
感
や
で
き
る
喜
び
に
繋
が
り
、

表
情
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
利
用
者
の

姿
が
や
り
が
い
だ
と
話
す
阿
久
津
さ
ん
。

　

祖
父
の
在
宅
介
護
期
間
中
、
介
護
に
疲

弊
し
て
し
ま
い
、家
庭
か
ら
笑
顔
が
消
え
、

祖
父
に
も
笑
顔
を
向
け
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
後
悔
か
ら
、
こ
の
業
界
へ

の
就
職
を
決
意
。

　

利
用
者
と
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
家
で

笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
月
に
一
度

は
訪
問
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
し
な
が
ら
、
状
況
変
化
に
合
わ
せ
て
、

用
具
の
提
供
を
心
が
け
て
い
る
様
子
。

　
「
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
す
が
、
明
る

さ
と
笑
顔
だ
け
は
絶
や
さ
な
い
」
と
力
強

く
語
る
阿
久
津
さ
ん
の
表
情
は
朗
ら
か

で
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
で
し
た
。

  阿久津  夕
ゆ う か

佳  さん (井桁)

　　福祉用具を通じて
　　　利用者とご家族を笑顔に

Only One
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